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2Pp－2

被　　服

和服の模様について　ー伊達紋雛形を中心に一

大妻女大家政　　木野内清子　河野ゆり子　○熊田和美　東谷市子

　目的　近年、総模様の振りそでに対して、無地に伊達紋風な紋を配した振りそでが、個

性的で価格も適当なものとして提供されている。伊達紋は、江戸中期に流行したとされる

替紋、しゃれ紋で、いままた、新しいデザインとして登場してきたのを機に伊達紋につい

ての考察を試みた。

　方法　伊達紋雛形を中心に、文献・実物資料により考察した。

　結果　伊達紋雛形は、江戸中期に小袖雛形と同様に出版された伊達紋だけの雛形である。

伊達紋は、小袖雛形にみられる腰高模様・半模様・すそ模様・裏模様にも配されており、

小袖の上部空間を飾る有効な手段として用いられている。当時の紋章の大きさは一例とし

て、『守貞漫稿』によれば、普通、曲尺1.2～4寸とあるが、伊達紋はたて2寸弱、よこ2.5

～3寸ほどに描かれているものが多い。紋章としては大きいが、小袖の全体模様からみれぱ

ごく小さい伊達紋に盛られた模様の内容は、花鳥・四季の風物・年中行事・故事等、多岐

にわたり、その密度は極めて濃い。当時、裏模様が用いられた要因の一つに、度重なる禁

令があげられているが、小さな伊達紋にも、江戸人の反骨と諧謔が垣間みられるように思

われる。

2 Pp－ 3 「江戸中期の小袖の模様と色彩　その２」

一共立女子大学所蔵の小袖模様雛形本を中心として一

共立女大家政　　○吉中　淑江　　河村　まち子

目的　前回、共立女子大学所蔵の小袖模様雛形本を中心に調査し、江戸時代中期の小袖の

模様と色彩について報告を行った。今回は、前回調査の資料（宝永～天明）に新たな資料

を加え（寛永～元禄）、江戸時代中期の小袖製作に用いられた、模様表現の技法と地色の

傾向について考察することを目的とした。

方法　江戸時代中期出版の小袖模様雛形本(寛文～天明）の中から小袖の地色とm様技法

の記載のあるもの3 7[I&9 3巻を資料とし、江戸時代中期を2 5年間前後でおおよそ５期

に分け、地色と技法をそれぞれ分類し検討した。

結果　江戸時代中期の小袖模様雛形本に表われた地色の傾向は、多少の変動はあったもの

の、平均して用いられた地色は、茶系統と青系統であった。模様技法でも、それぞれの時

期に樹双を見ることが出来たが、平均して用いられた技法は、友禅染めと刺繍であった。

これらの結果をもとに、実物小袖との比較を行ったところ、５期に分類した時期から類似

した点を幾つか見い出す事が出来た。

　今後、前回と今回の調査を手掛かりに、更に細かく小袖模様雛形本の分類を行い、製作

年代の不明確な実物小袖の判定の手掛かりと結びつけていきたいと考えている。
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